
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22001122 年年 1111 月月  TTEENNRRIIKKYYOO  第第 221133 号号  
 

天理教陽平分教会 

出雲市平田町7638 

0853-63-2806 

11日（木） 陽 平 例祭 

3～4日 陽 平 おぢばがえり団体 

15日（月） 雲 陽 例祭 

10日（土） 檜 岡 月次祭 

11日（日） 青年会 ハートクリーンキャンペーン 

15日（木） 陽 平 月次祭 

20日（火） 雲 陽 月次祭 

23日（金） 大教会 青年会山陰分会総会 

24日（土） 大教会 月次祭 

25～26日 大教会 別席・おぢばがえりデー 

26日（月） おぢば 月次祭・陽平 遥拝式 

 

 

神殿への参道にならぶ教会名の提灯。

点燈される夜は、とても神秘的です。 

「たすけの旬。たすかる旬。」 

食欲の秋。おいしい季節です。旬の食べ物は、味もよく、栄養もたっぷりです。 

１０月２６日、おぢばの秋季大祭で神殿講話に立たれた真柱
しんばしら

様が、『諭達
ゆ た つ

第三号』を

発布され、立教１７９(平成２８)年１月に勤められる教祖
おやさま

１３０年祭へ向けて、およそ三年

千日の通り方、指針をお示し下さいました。 

天理教は、教祖
おやさま

の年祭ごとに大きく成長し、その教えが世界へと拡がりました。 

教祖
おやさま

年祭は、たすけの旬、たすかる旬ともお聞かせ頂きます。 

諭達の中で、「---慎みを知らぬ欲望は、人として道を誤らせ、争いを生み、遂には、

世界の調和を乱し、その行く手を脅かしかねない。我さえ良くばの風潮の強まりは、人

と人との繋がりを一層弱め、家族の絆さえ危うい今日の世相である。（中略）心の拠り

所を持たず、先の見えない不安を抱える人々に、真実のをや
、 、

の思いを伝えて世界をた

すけることは、この教えを奉じる者の務めである。---」と、あるように、「感謝・慎み・た

すけあい」の陽気ぐらしのキーワード通り、家族、社会、世界中の人々が、親神様によ

って生かされている事に感謝し、世界中が兄弟姉妹であることに目覚め、たがいにたす

け合える陽気ぐらしの世界をめざして、みんなが力を合わせるようにと、強くお示し下さ

っています。 

教祖年祭の旬。たすけの種、たすかりの種をしっかりと蒔かせて頂きましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22001122 年年 1111 月月  TTEENNRRIIKKYYOO  
 

第第 221133 号号  
 

 

ハハーートトククリリーーンン  

キキャャンンペペーーンン  

日時：１２月２日（日） 

午前１０時から 

場所：医大駐車場  

内容：ゴミ拾い 

一一緒緒にに参参加加ししまませせんんかか？？  

 

～～大大教教会会献献米米ののおお願願いい～～  

白米、玄米、現金献米 

できる量、形で結構です。 

１１月１５日までに、教会ま

でお持ち頂くか、取りに伺いま

すので、ご連絡下さい。 

ご協力宜しくお願い致します。 

山山陰陰大大教教会会  

別席・おぢばがえりデー 

日程 １１月２５、２６日 

団費 １２，０００円 

１１月１７日までに、教会

までお申し込み下さい。詳細

は後日、ご連絡致します。 

ご協力宜しくお願い致します。 

 この度、陽平分教会のホームペー

ジが完成し、インターネットで見るこ

とができるようになりました。陽平だ

よりやブログもあります。「陽平分教

会」で検索してください。少ない更新

ですが、ご覧頂ければ幸いです。 

立ち上げに際し、ご尽力下さいま

した、飯塚さん、井上さんに厚く御礼

申し上げます。 

 １０月２６日に、ご発布下された、『諭達第三号』

は、教会で読ませて頂く事ができます。おぢばか

ら、私たち一人ひとりへのメッセージです。ご参拝の

折には、手に取り、声に出して、読ませていただき

ましょう。そして、それぞれの持ち場立場で、自分に

できることをさせて頂きましょう。 

 心を澄まし、たすけあう生き方が、陽気ぐらしの姿

です。「人たすけたらわがみたすかる」の教えどおり

に実践するなら、自身の悩み、苦しみはかならずお

たすけ頂けます。 

来年には、諭達巡教もあります。それまでにも、

繰り返し繰り返し、読ませて頂きましょう。  


